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一　

小
論
の
目
的

相
良
家
の
歴
史
で
最
大
の
謎
は
、
有
力
庶
家
永
富
氏
に
よ
る
相
良
本
宗
家
の
簒
奪
で
あ
る
。

西
暦
一
四
四
八
年
、
文
安
五
年
と
さ
れ
る
永
富
長
続
に
よ
る
人
吉
相
良
家
の
家
督
相
続
は
、
惣

領
家
多
良
木
相
良
家
の
滅
亡
と
球
磨
郡
の
統
一
に
発
展
し
た
。
長
続
の
勢
力
は
郡
外
の
芦
北

・

八
代
に
及
ん
で
、
長
続
の
血
脈
は
戦
国
大
名
化
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
っ
た
。
長
続
の
娘
は

上
村
直
頼
の
室
と
な
っ
て
い
た
が
、
嫡
子
為
続
の
第
三
子
頼
廉
は
上
村
直
頼
の
養
子
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
孫
為
清
は
相
良
家
の
養
子
と
な
っ
て
十
六
代
晴
廣
と
な
り
、
そ
の
血
統
が
近
世
大
名
相
良
氏

へと
連
続
し
た
。
こ
の
こ
と
は
相
良
家
の
家
史
編
纂
の
実
態
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

長
続
が
政
権
を
奪
取
す
る
ま
で
の
半
世
紀
の
間
、
『
相
良
家
文
書
』
の
文
書
数
は
四
点
し
か
な

く
、
前
後
す
る
ど
の
半
世
紀
と
比
較
し
て
も
極
端
に
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
た
服
部
英
雄

氏
は
、
「
そ
こ
に

「
消
さ
れ
た
歴
史
」
を
感
じ
る
の
は
人
の
常
で
あ
ろ
う
」
と

「
相
良
正
史
」
の

記
述
を
疑
い
、
長
続
に
よ
る
文
書
の
整
理

・
廃
棄
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
う
え
で
、
島
津
氏

な
ど
周
辺
の
各
家
に
残
さ
れ
た
文
書

・
記
録
を
使
用
し
て
戦
国
相
良
氏
の
誕
生
に
至
る
過
程
を

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
た
。

（
１
）

相
良
家
の

「
正
史
」
と
は
、
近
世
後
期
の
編
纂
に
な
る

『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
『
南
藤
蔓
綿

録
』
『
求
麻
外
史
』
な
ど
の
編
纂
書
を
指
す
。
こ
の

「
正
史
」
に
は
文
安
五
年
の
政
変
に
関
す
る

同
時
代
史
料
の
引
用
は
な
く
、
最
も
古
い
相
良
家
の
史
書
で
あ
る
天
文
五
年
の
「
沙
弥
洞
然
長
状
」

に
も
政
変
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
政
変
に
至
る
一
連
の
事
件
は
、
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
相
良

家
の
家
史
に
お
い
て
初
め
て
記
述
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
小
論
で
は
永
富
長
続
が
政
変
に
よ
っ

て
惣
領
権
を
獲
得
す
る
に
至
る
一
連
の
事
件
を

「
文
安
五
年
相
良
家
政
変
」
と
仮
称
し
、
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
た
時
代
を

「
正
史
」
以
外
の
史
料
に
よ
っ
て
再
検
証
を
試
み
る
。

　
　
　

二　

相
良
家
の
家
史

「
正
史
」
に
み
る
文
安
五
年
の
政
変

最
初
に
近
世
後
期
の
編
纂
に
な
る

『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
『
南
藤
蔓
綿
録
』
『
求
麻
外
史
』

と
い
っ
た
相
良
家
の
家
史
に
著
さ
れ
て
い
る

「
文
安
五
年
相
良
家
政
変
」
前
後
の
情
勢
を
概
観
し

て
お
こ
う
。

応
永
十
一
年

（
一
四
〇
四
）　

山
田
家
第
七
代
永
富
頼
連
が
山
田
大
王
社
建
立
。

応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）　

山
田
毘
沙
門
堂
再
興
、
（
實
長
が
）
親
の
前
頼
の
牌
所
立
興

寺
草
創
。

応
永
十
八
年

（
一
四
一
一
）　

山
田
城
主
八
代
ノ
孫
永
留
實
重
嫡
子
藤
五
郎
丸
長
重
誕
生
、

後
の
長
続
。

応
永
二
十
四
年

（
一
四
一
七
）　

人
吉
の
相
良
實
長
逝
去
、
後
継
前
続

（
初
め
周
頼
、
ま

た
藤
五
郎
と
称
す
）
。

応
永
三
十
一
年

（
一
四
二
四
）　

薩
摩
国
山
門
郷

（
山
門
院
）
御
知
行

（
文
安
五
年
に
嶋

津
家
押
領
）
。

応
永
三
十
二
年

（
一
四
二
五
）　

七
月
十
二
日
、
長
続
の
親
實
重
逝
去
。
山
田
堂
薗
増
大

寺
牌
所
長
続
家
督
。

正
長
元
年

（
一
四
二
八
）　

二
月
二
十
四
日
、
多
良
木
家
六
代
ノ
城
主
相
良
頼
久
逝
去
。

文
安
五
年
相
良
家
政
変
の
実
像

鶴
嶋
　
俊
彦

第Ⅰ部　歴史を歩く
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黒
肥
地
蓮
花
寺
牌
所
。

永
享
五
年

（
一
四
三
三
）　

第
十
代
尭
頼

（
童
名
虎
寿
丸
）
誕
生
。
実
母
は
嶋
津
八
代
久

豊

（
忠
国
）
の
妹
。

永
享
年
中　

長
続
は
従
五
位
下
左
近
将
監
を
叙
任
。

嘉
吉
元
年

（
一
四
四
一
）　

前
続
公
夫
人
の
平
産
祈
願
に
漆
田
王
門
前
神
社
創
建
。
実
底

和
尚
が
永
国
寺
を
建
立
。

嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）　

六
月
二
十
六
日
、
相
良
前
続
逝
去
。
牌
所
永
国
寺
。
廟
所
不

明
。
虎
寿
丸
十
一
歳
で
家
督
。

文
安
三
年

（
一
四
四
六
）　

人
吉
木
山
天
満
宮
再
興
。

文
安
四
年

（
一
四
四
七
）　

十
二
代
と
な
る
為
続
、
山
田
城
に
誕
生
。
永
留
四
郎
三
郎
頼

元
と
称
す
。

多
良
木
家
八
代
ノ
孫
頼
観

・
頼
仙
、
十
月
下
旬
に
人
吉
に
押
寄
せ
謀
反
の
企
て
。
謀
反

の
張
本
人
は
西
浦
外
越
地
頭
の
桑
原
一
家
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
観
は
青
蓮
寺
御
堂
ノ
北
の
内
に
在
住
し
多
良
木

・
久
米

・
湯
前

・
湯
山

・
岩
野
ま
で

支
配
。

文
安
五
年

（
一
四
四
八
）　

二
月
下
旬
、
桑
原
一
家
の
案
内
で
頼
観
・
頼
仙
を
大
将
に
森
田
・

嶋
村

・
赤
川

・
留
田

・
新
堀

・
原
口

・
源
島

・
大
石

・
平
田

・
横
瀬
の
一
族
、
そ
の

他
蓮
花
寺

・
東
明
寺

・
弥
勒
寺

・
宗
覚
寺

・
玉
林
庵

・
大
正
院

・
山
伏
惣
テ
・
安
養

院

・
本
蓮
坊
等
の
寺
家
山
伏
、
歩
士
武
者
五
百
余
人
に
雑
兵
を
合
わ
せ
た
多
良
木
家

軍
勢
七
百
余
人
が
人
吉
に
押
寄
せ
る
。
尭
頼
、
近
習

・
御
家
人
僅
か
を
供
に
菱
刈
に
立

ち
退
き
人
吉
落
城
、
頼
観

・
頼
仙
が
登
城
。
山
田
ノ
城
主
永
留
長
続
、
山
田
勢
と
与

力
で
人
吉
城
攻
め
、
頼
観
は
敗
軍
し
多
良
木
に
退
去
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月
二
十
八
日
、
菱
刈
山
野
に
い
る
尭
頼
、
長
続
に
在
城

（
家
督
）
を
勧
め
、
自
身

は
牛
に
突
か
れ
逝
去
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
三
日
、
長
続
勢
の
永
留
長
連
を
惣
大
将
に
山
田
主
計
允

・
井
福
彦
十
郎

・
村
山

助
五
郎

・
万
江
采
女
正

・
藤
井
助
四
郎
、
徳
永
右
馬
助

・
同
太
郎
九
郎

・
峯
山
逸
角

ら
に
雑
兵
を
入
れ
た
七
百
余
人
、
人
吉
を
出
立
し
多
良
木
に
向
け
発
向
。
久
米
城
の
放

火
を
見
て
頼
観

・
頼
仙
勢
が
出
馬
し
、
久
米
雀
ケ
森
合
戦
に
て
残
ら
ず
追
討
。
青
蓮
寺

御
堂
の
前
で
首
実
検
回
向
。
同
寺
の
椿
塚
彼
ら
の
墳
墓

（
「
相
良
摂
津
守
殿
塚
」
）

　
　
　

＊

「
長
続
公
御
代
ヨ
リ
始
メ
テ
求
麻
一
郡
人
吉
ヨ
リ
御
支
配
也
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）　

八
月
十
一
日
、
西
浦
地
頭
桑
原
隠
岐
守
一
族
其
外
残
ら
ず
誅

伐
。
「
矢
黒
城
戸
尾
合
戦
」
。

宝
徳
三
年

（
一
四
五
一
）　

三
月
七
日
、
斉
木
但
馬
逆
心
に
よ
り
赤
池
籠
城
し
、
長
続
が

誅
伐
し
滅
亡
す
る
。

長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）　

橋
本
某
を
井
野
木
田
山
に
追
伐
す
る
。

長
禄
四
年

（
一
四
六
〇
）　

永
国
寺
再
興

文
明
三
年

（
一
四
七
一
）　

尭
頼
実
母
生
円
院
殿

（
嶋
津
八
代
久
豊

（
忠
国
）
の
妹
）
観

音
寺
に
逝
去
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
正
史
」
で
は
文
安
五
年
の
二
月
下
旬
に
多
良
木
の
相
良
頼
観
が
人
吉
の
相

良
尭
頼
を
攻
め
た
て
、
尭
頼
は
菱
刈
に
逃
亡
し
、
人
吉
に
隣
接
す
る
山
田
の
永
富
長
続
の
兵
が

人
吉
城
を
急
襲
し
た
こ
と
で
頼
観
は
多
良
木
に
退
去
し
た
。
そ
し
て
三
月
二
十
八
日
に
尭
頼
が

逃
亡
先
の
菱
刈
で
事
故
死
し
た
こ
と
か
ら
、
功
績
の
大
き
か
っ
た
長
続
が
五
月
十
三
日
、
人
吉
城

に
入
城
し
て
人
吉
相
良
家
を
継
い
だ
。
そ
の
後
、
長
続
は
多
良
木
に
進
軍
し
頼
観

・
頼
仙
兄
弟

を
討
ち
、
ま
た
、
多
良
木
方
に
与
同
し
た
人
吉
周
辺
の
国
人
衆
を
誅
伐
し
球
磨
郡
を
統
一
し
た

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

三　

文
安
五
年
相
良
家
政
変
に
関
す
る
研
究
史

こ
う
し
た
相
良
家
の

「
正
史
」
が
語
る
長
続
の
相
良
家
継
承
に
対
し
て
異
を
唱
え
る
者
は
永
く

不
在
だ
っ
た
。
こ
の
タ
ブ
ー
と
も
言
え
る
定
説
の
ド
ア
を
最
初
に
こ
じ
開
け
た
の
は
服
部
英
雄
氏
で
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あ
っ
た
。
服
部
氏
は

「
犬
童
重
国
軍
忠
状
案
」
や
岡
本
氏
系
図
を
用
い
て
球
磨
郡
の
国
人
の
推

移
を
考
察
す
る
な
か
で
、
「
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
年
、
永
富
相
良
氏
、
す
な
わ
ち
相
良
長

続
は
下
相
良
氏
を
追
放
、
人
吉
宗
家
を
の
っ
と
り
、
次
い
で
上
相
良
氏
を
も
打
倒
し
、
一
挙
に

求
摩
郡
内
を
統
一
し
た
」
と
長
続
の
相
良
家
相
続
を
長
続
主
導
に
よ
る
内
訌
で
あ
っ
た
と
結
論

し
、
ま
た
、
同
時
に
久
米

・
平
川

・
須
恵

・
岡
本

・
永
里

・
小
田
な
ど
多
く
の
国
人
が
亡
び
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
２
）

さ
ら
に
続
い
て
、
相
良
正
史
が
語
る
郡
内
統
一
を

「
簒
奪
者
の
弁
」
と
し
て

一
蹴
し
て

「
文
安
内
訌
」
と
呼
ん
で
、
「
下
相
良
家
の
分
裂
に
端
を
発
し
た
文
安
内
訌
は
球
磨
郡

内
を
堯
頼
支
持
側
の
国
人
と
永
富
長
続
支
持
側
の
国
人
に
二
分
し
、
前
者
が
否
定
さ
れ
た
」
と

し
、
永
富
氏
を

「
下
相
良
一
族
内
の
庶
子
連
合

（
一
族
一
揆
）
の
指
導
者
」
で
あ
り
、
「
文
安

内
訌
は
こ
の
相
良
一
族
の
関
係
を
清
算
し
、
頂
点
を
永
富
相
良
氏
一
元
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」

と
強
調
し
た
。

（
３
）

し
か
し
、
服
部
氏
の
研
究
成
果
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
種
元
勝
弘
氏
に
よ
る

『
人
吉
市
史
』
は
、

（
４
）

「
正
史
」
の
記
述
を
無
批
判
に
踏
襲
し
た
に
過
ぎ
ず
、
「
正
史
」
に
依
拠
し

た
説
明
に
始
終
し
た
も
の
だ
っ
た
。

一
方
、
『
山
江
村
史
』
で

（
５
）

著
者
菖
蒲
和
弘
氏
は
、
「
文
安
五
年
以
来
連
々
致
忠
節
候
目
安
□

文
案
」
に
よ
っ
て

「
正
史
」
を
見
直
し
、
「
四
月
に
永
富
長
続
側
は

「
薩
摩
瀬

（
桑
原
氏
か
）
に

対
し
て
先
制
攻
撃
を
行
い
、
人
吉
周
辺
を
制
圧
、
五
月
十
三
日
に
人
吉
入
城
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
月
に
永
里
之
山
城

（
上
村
）
を
攻
め
、
七
月
十
五
日
に
は
永
富
側
は
水
面
ノ
城

（
又
は
蓑

毛
城

・
相
良
村
）
を
攻
撃
し
て
、
小
田
丹
後
守
を
討
ち
取
り
、
戦
い
を
有
利
に
進
め
て
い
る
。
」

と
し
、
「
八
月
四
日
、
永
富
長
続
は
上
相
良
の
本
拠
地
に
迫
り
、
古
多
良
木

・
久
米
に
て
大
決

戦
を
行
い
、
上
相
良
氏
を
討
ち
取
っ
た
。
」
と
結
論
し
た
。

ま
た
、
柳
田
快
明
氏
は

「
多
良
木
頼
観
の
侵
攻
に
よ
っ
て
下
相
良
氏
惣
領
家
が
没
落
し
た
と

す
る
の
は
誤
り
で
、
か
な
り
の
勢
力
を
有
し
た
山
田
城
城
主
永
富
長
続
に
よ
っ
て
、
下
相
良
氏
、

つ
い
で
相
良
惣
領
家

（
上
相
良
氏
）
が
滅
ば
さ
れ
、
家
督
を
奪
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
庶

子
家
も
し
く
は
非
血
縁
の
国
人
領
主
が
、
地
域
の
主
家
か
ら
権
力
を
簒
奪
し
て
そ
の
姓
を
名
乗

り
、
さ
ら
に
そ
の
宗
家
を
も
圧
倒
し
た
下
剋
上
で
あ
っ
た
」
と
し
た
。

（
６
）

服
部
氏
の
見
解
が
こ
こ
に

至
り
、
や
っ
と
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。

四　

永
富
長
続
と
い
う
人
物

永
富
長
続
と
は
ど
ん
な
経
歴
を
も
つ
人
物
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
を
教
え
る
史
料
も
多
く

な
い
。
惣
領
家
相
良
前
頼
と
弟
氏
頼
連
署
で

「
な
か
と
ミ
と
の
」
に
宛
て
ら
れ
た

「
相
良
前
頼

同
氏
頼
頼
書
連
署
契
状
」
（
『
相
良
家
文
書
』
一
七
〇
号
文
書
）
が
永
富
氏
を
確
認
で
き
る
唯

一
の
史
料
で
あ
る
。
永
富
は
後
世
の
編
纂
物
で
は
永
留
と
も
漢
字
表
記
さ
れ
が
、
鎌
倉
時
代
の

史
料
に
み
ら
れ
る
人
吉
庄
内
の
永
富
名（

７
）

の
地
頭
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は

「
永
富
」
と

表
記
し
て
論
を
進
め
る
。
永
富
長
続
の
血
脈
を

『
南
藤
蔓
綿
録
』
の
系
図
に
見
る
と
、 

相
良
家

第
二
代
頼
親
の
嫡
子
頼
明
か
ら
八
世
の
孫
と
な
る
實
重
の
子
と
さ
れ
て
い
る
。
「
正
史
」
に
あ
る

人
吉
相
良
氏
や
多
良
木
の
相
良
氏
の
系
図
と
並
べ
る
と
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

【
永
富
氏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
親
―
頼
明
―
頼
常
―
頼
積
―
長
滋
―
頼
均
―
頼
道
―
頼
連
―
實
重
―
長
重

（
長
續
）

―
頼
福

【
人
吉
相
良
氏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
頼
―
頼
親
―
頼
俊
―
長
氏
―
頼
廣
―
定
頼
―
前
頼
―
實
長
―
前
続
―
堯
頼
＊
長
續
―

為
續

【
多
良
木
相
良
氏
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
景
―
長
頼
―
頼
氏
―
頼
宗
―
経
頼
―
頼
仲
―
頼
忠
―
頼
久
―
頼
観
＊
断
絶

人
吉
相
良
氏
の
系
図
で
は
長
頼
の
嫡
子
は
頼
親
と
さ
れ
て
い
る
が
、
長
頼
三
男
と
さ
れ
る
頼
俊

が
す
ぐ
に
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
頼
親
と
い
う
人
物
は
は
一
次
史
料
で
は
確
認
で

き
な
い
。
後
に
本
宗
家
を
奪
取
す
る
永
富
氏
が
、
そ
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
創
造
し
た
「
正
史
」

上
の
登
場
人
物
と
い
う
意
見
が
強
い
。

（
８
）

そ
の
頼
親
嫡
男
の
頼
明
は
、
山
田
家
の
祖
と
な
り
山
田
村

第Ⅰ部　歴史を歩く

67



領
主
と
な
り
永
富
姓
を
名
乗
る
と
い
う
。

応
永
十
八
年

（
一
四
一
一
）
、
永
富
實
重
を
父
に
長
続
が

「
山
田
城
」
に
生
ま
れ
る
。
初
め

藤
五
郎
長
重
を
名
乗
っ
た
。
實
重
夫
人
は
相
良
頼
廣
の
娘
と
さ
れ
て
い
て
い
る
が
、
頼
廣
は
十
四

世
紀
半
ば
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
正
平
年
間
の
初
め

（
一
三
五
〇
年
頃
）
に
逝
去
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
長
続
は
応
仁
二
年

（
一
四
六
八
）
、
京
都
出
陣
か
ら
帰
郷
後
に
五
十
八
歳
で
逝
去

し
人
吉
永
国
寺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
で
、
母
が
八
十
歳
頃
に
出
産
し
た
こ
と
に
な
り
不
自
然
で

あ
る
。
長
続
と
年
齢
的
に
同
時
代
人
と
み
ら
れ
る
の
は
、
人
吉
相
良
氏
で
は
實
長
か
前
続
で
あ

り
、
多
良
木
相
良
氏
で
は
頼
久
か
頼
観
あ
た
り
で
あ
る
。
永
富
流
の
祖
頼
親
か
ら
長
続
の
父
と

さ
れ
る
實
重
ま
で
、
同
時
代
史
料
で
確
認
で
き
る
人
物
は
い
な
い
が
、
文
安
五
年
の
政
変
で
下
相

良
氏
の
惣
領
権
継
承
の
資
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
本
宗
家
の
實
長
の
名
字
の
一

字
を
用
い
る
父
の
實
重
や
長
重

（
長
続
）
は
血
縁
関
係
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
實

重
あ
る
い
は
長
重
は
、
本
宗
家
か
ら
山
田

（
永
富
）
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

長
続
を
名
乗
る
の
は
本
宗
家
を
継
承
し
た
後
、
前
続
の
名
か
ら
一
字
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
続
に
は
四
人
の
男
子
が
あ
っ
た
。
長
男
は
頼
金
と
い
い
、
次
男
は
早
世
し
、
三
男
が
為
続
、

四
男
を
頼
泰
と
い
っ
た
。
頼
金
は
病
弱
の
た
め
三
男
為
続
が
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

五　

一
次
史
料
等
を
中
心
に
考
え
る
長
続
時
代

応
永
～
文
安
に
至
る
約
五
十
年
間
の
古
文
書
は
四
点
で
極
端
に
少
な
く
、
当
然
な
が
ら
文

安
五
年
政
変
を
証
明
で
き
る
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
服
部
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
長
続
に
よ

る
相
良
家
継
承
に
不
都
合
な
文
書
は
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

関
係
文
書
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
廃
棄
か
ら
免
れ
伝
来
し
た
関
連
史
料
か
ら
長
続
に
よ

る

「
文
安
五
年
相
良
家
政
変
」
の
実
像
を
探
索
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
１
】
「
相
良
立
阿
前
頼
契
状
」
『
相
良
家
文
書
』
一
八
六
号

契
約
申
候
、
右
之
意
趣
者
於
多
良
木
競
望
之
事
不
可
有
候
、
此
旨
偽
申
候
者
、
奉
仰
候
、

阿
蘇
十
二
宮
大
明
神
之
御
罰
ヲ
、
至
子
々
孫
々
可
罷
蒙
候
也
、

　
　
　
　
　

元
中
八
年
二
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

立
阿

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

相
良
孫
五
郎
殿　

元
中
八
年

（
一
三
九
一
）
、
立
阿

（
人
吉
相
良
氏
の
前
頼
）
が
多
良
木
の
支
配
を
競
望
し
な

い
こ
と
を
相
良
孫
五
郎
に
契
約
し
た
起
請
文
で
あ
る
。
孫
五
郎
の
実
名
は
不
明
だ
が
、
菖
蒲
和

弘
氏
は
上
相
良
氏
に
比
定
し
て
い
る
。

（
９
）

南
北
朝
に
活
躍
す
る
多
良
木
相
良
惣
領
五
代
の
経
頼
は

孫
三
郎
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
孫
五
郎
は
七
代
頼
忠
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
人
吉
相
良
と
多
良
木
相
良
の
和
平
が
樹
立
し
、
外

征
の
準
備
が
整
い
、
対
外
的
な
派
兵
に
積
極
的
に
出
陣
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
「
正
史
」
で
は
応

永
元
年

（
一
三
九
四
）
に
相
良
前
頼
兄
弟
が
都
城
に
出
陣
し

「
野
之
三
谷
城
」
で
戦
死
し
て
い
る
。

実
長
が
家
督
す
る
と
、
応
永
三
年

・
同
四
年
に
は
二
度
に
わ
た
る
入
来
院
合
戦
に
出
陣
し
渋
谷

重
頼
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
応
永
八
年
の

「
鶴
田
合
戦
」
で
は
島
津
伊
久
方
と
な
り
、
島
津
元

久
方
と
敵
対
し
、
応
永
二
十
一
年
に
は

「
喜
入
合
戦
」
で
島
津
久
豊
を
支
援
し
た
。
同
二
十
四

年
の
前
続
家
督
後
も
、
同
二
十
六
年
の

「
山
田
永
利
合
戦
」
、
そ
し
て
同
二
十
九
年
の

「
山
門

院
合
戦
」
に
参
陣
し
、
遂
に
相
良
氏
は
山
門
院
三
五
〇
町
を
知
行
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
以
後

文
安
五
年
ま
で
の
二
十
五
年
間
知
行
し
続
け
た
。
こ
う
し
た
応
永
年
間
に
集
中
し
長
期
に
わ
た

っ
た
相
良
氏
の
対
外
派
兵

）
（1
（

は
、
球
磨
郡
内
で
の
無
為

・
平
和
の
実
現

・
維
持
が
な
く
て
は
実
現
で

き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

【
史
料
２
】
「
相
良
為
續
置
文
」
『
願
成
寺
文
書
』
一
六
号

（
『
熊
本
県
史
料
』
三
）

「
願

（
端
裏
書
）

成
寺
江
参
」

肥
後
國
求
麻
郡
久
米
郷
多
良
木
村
之
内
當
家
先
祖
長
頼
法
名
蓮
佛

彼
御
方
御
寄
進
願
成
寺

之
田
地
、
三
四
代
目
自
多
良
木
致
押
領
候
、
然
者
多
良
木
之
事
、
近
江
守
前
續
令
退
治

之
時
、
願
成
寺
江
如
本
文
書
被
至
寄
進
候
、
其
以
後
前
續

・
卓
司
尭
頼
依
無
子
孫
、
多

良
木
遠
江
守
頼
久
令
蜂
起
、
郡
内
之
人
々
過
半
属
彼
手
候
處
、
當
家
如
順
次
、
親
候
長

續
當
郡
知
行
之
時
、
裏
里
之
人
依
忠
節
、
先
彼
領
地
被
宛
行
給
分
候
歟
、
今
年
如
前
代
、
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彼
三
町
願
成
寺
幷
供
僧
様
之
御
中
江
付
進
之
候
、
坪
付
在
別
紙
如
前
代
御
知
行
、
可
目

出
候
、
當
家
於
御
祈
念
者
弥
奉
憑
候
、
京
都
國
役
等
、
又
者
弓
矢
向
可
隙
入
時
節
者
、

如
諸
寺
家
御
心
得
可
然
候
、
仍
所
定
如
件
、

文
明
十
九
年
丁
未
七
月
十
日　
　
　
　

左
衛
門
尉
藤
原
朝
臣
為
續

（
花
押
）

当
文
書
は
、
文
明
十
九
年

（
一
四
八
七
）
に
為
続
が
人
吉
の
菩
提
寺
願
成
寺
に
多
良
木
の
田

地
三
町
の
寄
進
を
約
束
し
た
文
書
で
あ
る
。
文
意
は
次
の
と
お
り
。

多
良
木
の
田
地
は
相
良
家
先
祖
の
長
頼
が
願
成
寺
に
寄
進
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
三

・

四
代
後
の
時
代
に
は
多
良
木
相
良
に
横
領
さ
れ
て
い
た
。
前
続
が
多
良
木
を
退
治
し
た
時
、
願

成
寺
に
元
の
よ
う
に
寄
進
し
た
。
し
か
し
、
前
続
や
尭
頼
に
は
相
続
す
べ
き
子
が
な
か
っ
た
た
め
、

多
良
木
の
相
良
頼
久
が
蜂
起
し
球
磨
郡
内
の
過
半
の
武
家
が
頼
久
に
属
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
だ

が
、
「
當
家
如
順
次
」
に
よ
っ
て
親
の
長
続
が
相
良
家
を
継
い
で
球
磨
郡
を
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
頼
久
退
治
は
郡
内
隅
々
の
武
士
た
ち
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
、
先
ず
そ
の
恩
賞
と
し
て
彼
の

願
成
寺
の
寺
領
も
宛
が
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
今
、
以
前
の
よ
う
に
彼
の
三
町
を
願
成
寺
と

そ
の
供
僧
に
寄
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
場
所
を
書
い
た
坪
付
け
は
別
紙
に
あ
る
と
お
り
だ
。

前
代
の
よ
う
に
三
度
も
知
行
さ
れ
た
こ
と
は
慶
事
で
あ
る
。
相
良
家
繁
栄
の
祈
念
に
つ
い
て
は

一
層
念
入
り
に
た
の
む
も
の
で
、
京
都
国
役
や
戦
に
参
陣
す
る
際
は
傘
下
の
寺
家
に
も
同
じ
よ
う

に
祈
念
を
お
願
い
す
る
。
よ
っ
て
以
上
の
よ
う
に
約
束
す
る
。

こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
事
件

・
事
項
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

①
多
良
木
の
田
地
は
人
吉
相
良
家
の
始
祖
で
あ
る
長
頼
が
親
父
頼
景
の
逝
去
に
よ
っ
て
多
良
木

　
　
　

を
相
続
し
て
い
た
時
代
に
願
成
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
。

②
そ
れ
か
ら
三
・
四
代
後
に
そ
の
田
地
は
多
良
木
相
良
氏
に
横
領
さ
れ
て
い
た
。

③
人
吉
の
相
良
前
続
が
多
良
木
相
良
氏
を
退
治
し
て
、
そ
の
田
地
は
元
の
よ
う
に
願
成
寺
に　

　
　
　

寄
進
さ
れ
た
。

④
し
か
し
、
前
続

・
堯
頼
に
孫
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
好
機
に
多
良
木
の
相
良
頼
久
が

　
　
　

蜂
起
し
、
郡
内
の
過
半
も
頼
久
に
属
す
る
と
い
っ
た
事
態
と
な
っ
た
。

⑤
こ
の
混
乱
の
中
、
「
當
家
如
順
次
」
、
す
な
わ
ち
惣
領
継
承
権
の
順
次
か
ら
為
続
の
親
で
あ　

　
　
　

る
永
富
長
續
が
當
郡
を
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑥
彼
の
田
地
は
、
長
続
を
支
持
し
忠
節
を
尽
く
し
た
球
磨
郡
の
武
士
た
ち
へ
の
恩
賞
と
な
っ
て
い

　
　
　

た
の
で
、
今
、
改
め
て
願
成
寺
に
寄
進
す
る
。

①
の
長
頼
に
よ
る
多
良
木
田
地
の
寄
進
は
、
頼
景
の
長
子
で
あ
る
長
頼
が
多
良
木
の
相
続
を

し
て
い
る
事
実

）
（（
（

か
ら
肯
定
で
き
る
。
②
の
三
・
四
代
後
と
は
、
多
良
木
相
良
氏
で
は
経
頼
や
頼
仲

の
頃
と
な
り
、
南
北
朝
内
乱
の
最
中
で
も
あ
り
、
願
成
寺
田
地
の
横
領
は
当
然
あ
っ
た
と
想
像
で

き
る
。
③
の
前
続
に
よ
る
多
良
木
退
治
は

「
正
史
」
に
全
く
出
て
こ
な
い
新
証
言
で

「
正
史
」
で

は
抹
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
④
で
は
、
多
良
木
蜂
起
の
張
本
人
を
頼
久
と
す
る
。
こ
の
蜂
起
を

「
正
史
」
で
は
頼
久
の
子
で
あ
る
頼
観

・
頼
仙
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
人
の
名
は
出
て
こ
な
い
。

⑤
で
は
永
富
長
続
が

「
當
家
如
順
次
」
に
よ
っ
て
球
磨
郡
を
知
行
し
た
と
い
い
、
長
続
が
相
良
家

惣
領
、
す
な
わ
ち
前
続
及
び
堯
頼
の
跡
の
順
当
で
正
当
な
継
承
権
を
有
す
る
血
筋
の
者
で
あ
っ
た

と
証
言
し
て
い
る
。
⑥
は
、
上
記
の
惣
領
継
承
が
郡
内
隅
々
の
武
士
た
ち
に
も
問
題
な
く
指
示

さ
れ
、
長
続
に
忠
節
を
尽
く
し
た
武
士
た
ち
に
恩
賞
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
本

来
願
成
寺
の
寺
領
で
横
領
さ
れ
て
い
た
多
良
木
の
田
地
も
武
士
た
ち
へ
の
恩
賞
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
今

（
文
明
十
九
年
）
、
改
め
て
願
成
寺
へ
の
寄
進
を
約
束
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

⑥
が
謂
わ
ば
当
文
書
の
主
文
で
、
①
か
ら
⑤
は
、
三
度
目
と
い
う
寄
進
に
至
る
経
緯
を
説
明

し
た
前
文
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
成
立
し
た

「
正
史
」
と
異
な
り
、
文
安
五
年
の
政
変
前
と

な
る
前
続
の
時
代

（
応
永
二
十
四
～
嘉
吉
三
に
は
人
吉
相
良
氏
の
前
続
に
よ
っ
て
多
良
木
相
良

氏
の
退
治
が
あ
り
、
多
良
木
支
配
が
始
ま
り
、
相
良
家
の
惣
領
権
も
ま
た
人
吉
相
良
氏
に
確
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
当
文
書
は
証
言
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
親
の
長
続

を

「
當
家
如
順
次
」
の
人
物
、
す
な
わ
ち
相
良
家
を
継
承
す
る
に
相
応
し
い
正
し
い
血
筋
の
人

物
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

当
文
書
は
、
焚
書
に
も
遭
遇
せ
ず
願
成
寺
の
寺
領
関
係
文
書
と
い
う
性
格
か
ら
伝
来
し
た
も

の
だ
が
、
政
変
か
ら
三
十
九
年
後
の
文
書
で
あ
り
、
正
確
に
は
同
時
代
文
書
で
は
な
い
。
「
當
家

第Ⅰ部　歴史を歩く
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如
順
次
」
の
具
体
的
な
点
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
永
富
氏
に
よ
る
惣
領
相
続
を
当
然

の
こ
と
と
し
た
上
で
書
か
れ
て
い
る
。
相
良
家

「
正
史
」
と
違
っ
て
、
多
良
木
相
良
家
六
代
頼
久

が
正
長
元
年

（
一
四
二
八
）
に
は
逝
去
し
て
お
ら
ず
、
堯
頼
の
時
代
ま
で
多
良
木
家
の
当
主
と

し
て
生
存
し
て
い
る
こ
と
や
、
政
変
時
の
多
良
木
相
良
の
当
主
と
し
て
登
場
す
る
頼
観
や
そ
の
舎

弟
頼
仙
の
名
も
見
え
な
い
こ
と
は
、
史
実
に
近
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

【
史
料
３
】
「
第
十
一
代
」
『
御
当
家
聞
書
』
（
抄
出
）

蓮
仏
公
ノ
御
親
父
四
郎
頼
景
公
ヨ
リ
第
八
世
頼
観

・
頼
仙
之
御
代
ニ
至
テ
、
文
安
五
年
戊

辰
上
相
良
多
良
木
ノ
一
姓
悉
ク
断
滅
ス
ル
也
、
頼
観

・
頼
仙
之
御
父
遠
江
守
頼
久
ハ
、
其

先
キ
去
ル
子
細
有
テ
、
肥
地
岡

・
鍋
倉

・
古
多
良
木

・
此
等
御
供
ニ
テ
、
五
木
通
リ
御
越

国
中
ヲ
御
立
退
候
由
シ
、
又
タ
窪
田

・
岩
崎

・
新
堀

・
井
口

・
乙
益

・
黒
肥
地

・
此
レ
等

モ
此
ノ
一
乱
已
然
去
ル
子
細
有
テ
、
当
所
ヲ
立
退
キ
須
恵
ニ
被
参
候
由
、
凡
ソ
蓮
仏
公
ヨ
リ

十
一
代
左
近
将
監
長
続
公
ニ
至
テ
、
初
テ
求
麻
ヲ
一
郡
不
残
人
吉
ヨ
リ
御
支
配
也
、
但
シ

其
以
前
ハ
久
米

・
多
良
木

・
湯
前

・
江
代

・
湯
山
ハ
頼
景
公
御
代
ヨ
リ
頼
観

・
頼
仙
迄
御

支
配
也
、

『
御
当
家
聞
書
』
は
江
戸
時
代
の
相
良
藩
士
浪
岡
市
郎
右
衛
門
季
卓
の
著
作
で
、
相
良
氏
の

初
代
か
ら
頼
峯
公
の
寛
延
二
年
ま
で
の
聞
書
を
中
心
と
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
頼
観
や
頼
仙

に
よ
る
内
乱
が
登
場
す
る
点
な
ど

「
正
史
」
と
共
通
す
る
が
、
多
良
木
の
頼
久
が
仔
細
か
ら
家

臣
を
連
れ
て
五
木
経
由
で
国
中
に
立
ち
退
い
た
こ
と
は

「
正
史
」
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
頼

久
の
立
退
き
は
政
変
以
前
と
だ
け
し
か
な
く
具
体
的
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
時
、
肥
地
岡
・

鍋
倉
・
古
多
良
木
の
武
士
た
ち
は
頼
久
に
同
行
し
て
国
中
に
向
か
う
が
、
窪
田
・
岩
崎
・
新
堀
・

井
口

・
乙
益

・
黒
肥
地
の
武
士
た
ち
は
須
恵
に
退
出
し
て
い
て
、
多
良
木
相
良
氏
の
家
臣
団
が

二
分
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頼
久
の
退
出
が
、
史
料
２
に
あ
る
前
続

に
よ
る
多
良
木
退
治
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
４
】
人
吉
市
立
図
書
館
蔵

『
探
源
記
』
巻
一

（
抄
出
）　　

扨
又
、
御
父
遠
江
守
頼
久
ハ
、
肥
地
岡

・
鍋
倉

・
古
多
良
木
、
此
等
之
者
共
御
供
に
て
五

木
通
を
罷
成
、
国
中
ヘ
御

ノ
キ逃

也
、
蓮
仏
公
御
父
四
郎
頼
景
よ
り
第
八
代
目
左
衛
門
尉
頼（

観
）親

之
御
代
、
文
安
五
戊
辰
年
上
相
良
多
良
木
之
一
姓
悉
御
滅
亡
也
、
小
名
字　

窪
田　

岩
崎

　

新
堀　

井
口　

黒
肥
地　

乙
益　

此
等
者
今
度
之
一
乱
已
前
、
、
去
子
細
あ
り
て
頼
親
に

不
足
を
申
、
多
良
木
を
退
出
し
て
須
惠
へ
居
候
、
故
に
今
相
残
候
、
蓮
仏
公
ゟ
第
十
一
代

目
左
近
将
監
長
続
御
代
に
、
始
而
求
麻
一
郡
不
残
人
吉
よ
り
の
御
支
配
な
り
、
此
時
迄
ハ

久
米

・
多
良
木

・
湯
前

・
江
代

・
湯
山
ハ
頼
景
よ
り
此
か
た
多
良
木
殿
御
支
配
也
、

『
探
源
記
』
は
、
相
良
家
の
事
績
を
中
心
に
江
戸
時
代
に
書
き
足
さ
れ
な
が
ら
成
立
し
た
記
録
。

著
者
未
詳
で
、
相
良
家
や
渋
谷
家
、
林
田
家
の
写
本
が
知
ら
れ
る
。
人
吉
市
図
書
館
が
所
蔵
す

る
も
の
は
相
良
家
本
で
あ
る
。

こ
の
記
録
で
も
史
料
３
と
大
同
小
異
の
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
①
多
良
木
の
相
良
頼
久
は
肥
地

岡

・
鍋
倉

・
古
多
良
木
の
諸
氏
を
供
に
五
木
を
経
て
国
中
に
立
退
い
た
こ
と
や
、
②
子
細
あ
っ
て

頼
観
に
不
満
の
窪
田

・
岩
崎

・
新
堀

・
井
口

・
乙
益

・
黒
肥
地
の
諸
氏
は
政
変
の
前
に
須
恵
に

立
退
き
、
そ
の
た
め
政
変
後
も
家
が
連
続
で
き
た
こ
と
を
記
す
。

【
史
料
５
】
「
黒
肥
地
家
系
図
」
（
抄
出
）

（
黒
肥
地
家
八
代
頼
國
の
註
部
分
）

黒
肥
地
元
祖
空
源
宥
心
居
士
美
濃

文
安
五
年
八
月
戦
合
砌
リ
五
木
通
リ
ニ
テ
頼
久
孫
子
召
テ
同
並
ニ
頼
久
河
地
味
岡
鍋
倉
古

多
良
木
一
家
召
連
逃
ル

為
續
公
代

文
明
十
九
年
丁
未
年
七
月
七
日　

水
田
六
町
三
反
畠
四
町
七
反　

合
拾
壱
町　

為
續
公
ヨ

リ
御
拝
領
之
判
形
紙
有
之

本
系
図
は
人
吉
市
黒
肥
地
家
が
所
蔵
す
る
も
の
で
、
正
空
源
宥
心
居
士
と
は
黒
肥
地
家
第
八

代
の
頼
國
の
こ
と
で
あ
る
。
文
安
五
年
の
合
戦
で
は
、
頼
久
及
び
そ
の
孫
子
、
並
び
に
河
地
・
味
岡
・

鍋
倉

・
古
多
良
木
と
い
っ
た
一
家
も
逃
亡
し
た
と
記
す
よ
う
に
、
史
料
３
や
史
料
４
と
同
様
な
記

事
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
十
九
年
七
月
七
日
付
け
の
為
続
の
知
行
宛
行
の
書
状
が
あ
る
こ
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と
を
記
す
。
こ
の
宛
行
状
の
日
付
は
、
史
料
２
の
為
續
置
文
の
二
日
前
で
あ
り
、
こ
の
時
多
良
木

周
辺
の
知
行
再
編
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

な
お
、
同
系
図
で
の
頼
久
の
箇
所
に
は
法
名
を
源
蓮
と
し
、
註
に
は

「
文
安
年
中
山
口
ニ
居
住
」

と
あ
っ
て
、
文
安
五
年
の
政
変
後
は
山
口
に
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
後
継
の
頼
観
の
下
に
は
異
筆

で

「
嫡
子
鬼
丸
相
良
武
任
遠
江
守
」
と
追
記
さ
れ

「
筑
前
國
領
ス
」
と
し
、
頼
観
の
嫡
子
鬼
丸

が
成
長
し
大
内
家
臣
相
良
武
任
と
な
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
『
求
麻
外
史
』
で
は

「
頼
観
の
子
鬼

太
郎
出
で
て
周
防
に
奔
り
、
大
内
氏
に
寓
す
、
蓋
し
大
内
義
興
の
臣
相
良
正
任
な
る
も
の
是
な
り
」

と
す
る
。

【
史
料
６
】
青
蓮
寺
棟
札

・
天
文
十
一
年
棟
札
の
裏
面
追
記

）
（1
（

（
抄
出
）

造
立
永
仁
三
年
乙
未
也
、
其
後
嘉
吉
三
年
癸
亥
再加

修興
ア
リ
、
造
立
ヨ
リ
百
四
十
九
年
也
、

當
檀
那
藤
原
乕
壽
丸

院
主
弘
慶

永
仁
元
年

（
一
二
九
三
）
、
多
良
木
相
良
氏
の
頼
氏
は
所
領
を
長
男
頼
宗
に
譲
り
、
頼
宗
は

永
仁
三
年
に
阿
弥
陀
如
来
三
尊
の
木
像
を
造
立
し
て
初
代
頼
景
の
廟
所
の
上
に
阿
弥
陀
堂
を
建

立
し
た
。
こ
の
像
と
堂
が
現
在
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
立

像
」
と

「
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
」
で
、
寺
名
は
頼
景
の
妻
の
青
蓮
尼
に
由
来
す
る
。

本
史
料
は
、
天
文
十
一
年
の
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
再
興
の
棟
札
の
裏
面
に
あ
り
、
元
禄
二
年
の

修
理
の
際
に
棟
札
に
追
記
さ
れ
た
文
面
で
あ
る
。
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
に
青
蓮
寺
の
檀
那

で
あ
る
藤
原
乕

（
虎
）
壽
丸
と
そ
の
院
主
で
あ
る
弘
慶
が
同
寺
の
阿
弥
陀
堂
を
再
興
し
た
こ
と
を

記
す
。

嘉
吉
三
年
は
前
続
の
逝
去
年
で
あ
り
、
嫡
子
虎
壽
丸

（
堯
頼
）
が
そ
の
菩
提
供
養
を
目
的
に

再
興
し
、
併
せ
て
惣
領
相
続
後
の
最
初
の
務
め
と
し
て
初
代
惣
領
で
あ
る
頼
景
の
菩
提
も
兼
ね
て

退
転
し
て
い
た
阿
弥
陀
堂
を
再
建
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
蓮
寺
の
住
職
は
嘉
吉
の
再
興
以
前
は
不

明
で
、
当
棟
札
に
見
え
る
弘
慶
か
ら
真
言
宗
僧
侶
が
連
続
す
る
が
、
棟
札
へ
の
追
記
は
、
寺
に
残

っ
て
い
た
何
ら
か
の
史
料
を
基
に
追
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
次
史
料
な
が
ら
、
史
料
２
の
「為

續
置
文
」
に
あ
る
前
続
の
多
良
木
退
治
と
も
矛
盾
せ
ず
、
文
安
五
年
の
政
変
以
前
に
前
続
や
堯

頼
が
多
良
木
を
確
実
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
史
料
で
あ
る
。

次
の
史
料
７
は
長
続
や
為
続
の
配
下
で
活
躍
し
た
犬
童
重
国
の
文
安
五
年
の
薩
摩
瀬
合
戦
か

ら
文
明
九
年
の
高
田
城
救
援
ま
で
の
歴
戦
の
記
録

「
文
安
五
年
以
来
連
々
致
忠
節
候
目
安
□
文

案
」
（
以
下
、
「
犬
童
重
国
軍
忠
状
案
」
と
略
す
）
で
あ
る
。
『
南
藤
蔓
綿
録
』
で
は

「
犬
童
美

作
守
重
国
伝
記
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
で
、
重
国
の
子
孫
と
な
る
山
江
村
山
田
の
犬

童
家
に
伝
わ
る
。
文
明
九
年
以
降
に
恩
賞
を
目
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
と
み
ら
れ
、
同
時
代

の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
残
念
な
が
ら
料
紙
の
上
部
の
一
部
を
欠
失
す
る
が
、
冒
頭
の
文
安
五
年

の
政
変
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
以
下
に
挙
げ
る
。）

（1
（

【
史
料
７
】
「
犬
童
重
国
忠
状
案

」）
（1
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
安
五
年
以
来
連
々
致
忠
節
候
目
安
□
文
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
安
五
年
之
四
月
、
於
当
郡
薩
麻
瀬
村
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
来
連
々
抽
軍
忠
次
第

（
一
、
文
安
五
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
、
被
レ
攻
二

永
里
之
山
城
ヲ

一

候
之
時
畢
、

山
田
主
計
允

・
井
福
彦
十
郎

・
萬
江
采
女
正

・
藤
井
助
四
郎

・
徳
永
右
京
助

・
同
太

郎
九
良
、
彼
等
於
中
尾
先
登
仕
候
之
事
、

一
、
同
五
月
、
北
原
左
京
助
欲
レ
惣
領
貴
兼
之
代
畢
数
多
之
軍
兵
寄
二

来
上
村
之
城
一

候

時
分
、
於
峯
崎
防
矢
仕
候
之
事
、

一
、
同
七
月
十
五
日
、
於
水
面
ノ
城
ニ
寄
二

－
會
牧
四
郎
左
衛
門
尉
ト

一

、
討
二

捕
小
田
但

馬
一

候
之
時
、
被
レ
疵
候
之
叓
、
口
牢
疵
、

こ
の
思
量
に
よ
っ
て
文
安
五
年
に
以
下
の
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

①
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
四
月
、
薩
摩
瀬
村
で
合
戦
が
あ
っ
た
。

②

（
同
年
）
五
月
、
人
吉
勢
の
犬
童
重
国
ら
が
永
里
の
山
城
を
攻
撃
。
山
田
主
計
允

・
井

福
彦
十
郎

・
萬
江
采
女
正

・
藤
井
助
四
郎

・
徳
永
右
京
助

・
同
太
郎
九
良
ら
が
参
陣
し
た
。

③

（
同
年
）
五
月
、
真
幸
の
北
原
左
京
助
軍
勢
が
上
村
之
城
に
寄
せ
来
て
峯
﨑
に
て
防
戦
し
た
。

第Ⅰ部　歴史を歩く
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④

（
同
年
）
七
月
十
五
日
、
水
面
ノ
城
に
牧
四
郎
左
衛
門
と
寄
せ
合
い
、
小
田
但
馬
を
討
ち

取
っ
た
。

冒
頭
前
文
に
あ
る
①
に
は
文
安
五
年
四
月
に
人
吉
薩
摩
瀬
村
で
の
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す

が
、
合
戦
の
詳
細
は
不
明
。
②
は
五
月
に
あ
っ
た
重
国
ら
の
人
吉
勢
に
よ
る
永
里
城
攻
め
。
③
は

五
月
に
真
幸
の
北
原
左
京
助
の
軍
勢
が
永
里
城
に
隣
接
す
る
上
村
城
に
来
襲
し
た
た
め
、
人
吉

相
良
の
一
族
上
村
氏
の
救
援
と
し
て
犬
童
重
国
ら
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
④
も
恐
ら
く

同
年
の
こ
と
で
、
七
月
十
五
日
に
水
面
ノ
城
に
牧
四
郎
左
衛
門
と
寄
せ
合
い
、
小
田
但
馬
を
討

ち
取
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
合
戦
は
い
ず
れ
も

「
正
史
」
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
、
興

味
深
い
こ
と
に
②
の
永
里
城
合
戦
に
参
陣
し
た
武
将
は
、
「
正
史
」
に
あ
る
頼
観

・
頼
仙
ら
を
討

っ
た

「
多
良
木
討
伐
」
に
参
陣
し
た
武
将
と
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

「
正
史
」
が

作
成
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
「
犬
童
重
国
軍
忠
状
案
」
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

六　

政
変
後
の
永
富
流
相
良
家
の
動
向

政
変
後
の
状
況
を
そ
の
他
の
史
料
に
よ
っ
て
概
観
す
る
。
宝
徳
三
年

（
一
四
五
一
）
四
月
、

菊
池
為
邦
、
相
良
殿
に
当
知
行
の
地
を
安
堵
し
て
い
る 

（
『
相
良
家
文
書
』
一
九
二
号

「
菊
池
為

邦
安
堵
状
」
）
。
相
良
殿
は
長
続
で
あ
り
、
当
知
行
し
て
い
た
の
は
球
磨
郡
で
あ
ろ
う
。
正
式
な

相
続
で
は
な
く
強
権
的
な
所
領
獲
得
と
い
う
経
緯
か
ら
安
堵
状
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

早
速
長
続
は
、
翌
宝
徳
四
年
に
豊
永
殿
に
対
し
て
瓜
生
田

・
須
恵
庄
竹
下 

外
の
水
田
七
町
余

を
宛
行
っ
て
い
る

（
『
相
良
家
文
書
』
一
九
三
号

「
相
良
長
続
田
地
目
録
」
）
。
豊
永
殿
は
政
変
の

協
力
者
で
、
史
料
２
の

「為
続
置
文
」
に
見
え
る

「
裏
里
の
忠
節
の
人
」
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

長
禄
四
年

（
一
四
六
〇
）
、
守
護
の
菊
池
為
邦
が
�

相
良
左
近
将
監
�
長
続
に
芦
北
郡
を
安
堵

し

（
『
相
良
家
文
書
』
一
九
五
号

「
菊
池
為
邦
安
堵
状
」
） 

、
寛
正
六
年

（
一
四
六
五
）
に
は

名
和
顕
武
か
ら
亡
命
援
助
と
八
代
復
帰
の
御
礼
と
し
て
高
田
三
五
〇
町
を
得
て
平
山
城

（
高
田

城
）
を
築
い
て
い
る

（
『
求
麻
外
史
』
）
。 

応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
、
細
川
勝
元
方
と
し
て
長
続
が
京
都
出
陣
す
る
こ
と
に
な
り
為
続

が
家
督
を
相
続
し
、
京
都
出
陣
の
立
願
に
人
吉
城
内
に
愛
宕
山
権
現
創
建
さ
れ
る
。
病
気
の
為

翌
年
正
月
に
帰
国
し
た
長
続
は
三
月
二
十
五
日
に
病
死
し
た

（
『
南
藤
蔓
綿
録
』
） 

。

　
　
　

七　

ま
と
め

江
戸
後
期
に
肥
後
国
相
良
家
の
事
績
を
編
纂
し
た
『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
『
南
藤
蔓
綿
録
』
『
求

麻
外
史
』
と
い
っ
た

「
正
史
」
で
は
、
十
五
世
紀
中
葉
の
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
に
球
磨
郡

山
田
領
主
の
永
富
長
続
が
人
吉
・
多
良
木
の
両
相
良
家
の
家
督
争
い
の
な
か
で
、
相
良
家
本
宗
の

惣
領
を
相
続
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
証
明
で
き
る
一
次
史
料
は
無
い
。
一
方
、
『
願
成

寺
文
書
』
に
は
長
続
の
活
躍
以
前
に
人
吉
相
良
の
前
続
に
よ
っ
て
多
良
木
相
良
の

「
退
治
」
が
あ

っ
た
こ
と
を
載
せ
た
長
続
嫡
子
為
続
の
文
書
が
あ
り
、
か
つ
、
前
続
逝
去
の
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

に
は
後
継
で
あ
る
虎
壽
丸

（
後
の
堯
頼
）
が
青
蓮
寺
の
御
堂
の
再
興
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
史
料

が
あ
る
。
多
良
木
相
良
氏
の
滅
亡
に
よ
る
相
良
家
の
統
一
は
、
「
正
史
」
と
さ
れ
る
歴
史
と
は
大

き
く
異
な
り
、
前
続
の
段
階
に
実
現
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
『
御
当
家
聞
書
』
や

『
探
源
記
』
、
黒
肥
地
家
系
図
に
見
え
る
頼
久
の
国
中
退
出
は
、
前
続
に
よ
る

「
多
良
木
退
治
」

に
よ
っ
て
惹
起
し
た
結
末
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
文
安
五
年
の
動
乱
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
永
富
長
続
の
配
下
と
み
ら

れ
る
犬
童
重
国
は
、
同
年
に
永
里
城
を
攻
め
た
て
、
上
村
城
を
襲
っ
た
北
原
勢
撃
退
に
奮
戦
し
、

水
面
ノ
城
の
小
田
氏
を
討
取
っ
て
い
る
。
同
年
に
大
き
な
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
こ
の
合

戦
の
結
果
が
永
富
長
続
の
相
良
惣
領
家
の
継
承
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

長
続
は

「
當
家
如
順
次
」
、
す
な
わ
ち
統
一
相
良
氏
の
二
代
目
堯
頼
の
跡
に
相
応
し
い
正
当
な

継
承
権
を
も
っ
た
血
筋
を
有
す
る
者
と
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
や
は
り
永
富
氏
の
出
自
に
文
安

五
年
相
良
家
政
変
の
核
心
と
な
る
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

72



【
祝
辞
に
か
え
て
】

二
〇
一
三
年
十
月
二
十
日
、
熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
町
で
開
催
の

「
浄
心
寺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
ス
テ
ー
ジ
。
服
部
さ
ん
は
浄
心
寺
の
創
建
者

「
浄
心
」
を
少
弐
景
資
の
代
官
の
関
係
者
で
は
な

か
っ
た
か
と
い
う
、
誰
も
考
え
付
か
な
か
っ
た
案
を
提
示
し
た

（
『
城
泉
寺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
』

湯
前
町　

二
〇
一
四
）
。
会
場
に
い
た
Ｋ
氏
が
、
「
服
部
さ
ん
が
ま
た
爆
弾
を
投
下
し
た
」
と
唸
っ
た
。

服
部
さ
ん
と
は
文
化
庁
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
と
な
る
。
私
が
勤
務
し
た
人
吉
市
で
は
国
指
定

史
跡
人
吉
城
跡
の
保
存
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
指
導
監
督
に
度
々
お
出
で
い
た
だ
い
た
。
人

吉
庄
は
服
部
さ
ん
が
大
学
生
の
時
分
、
瑞
祥
寺
と
い
う
禅
寺
に
長
逗
留
し
て
研
究
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
っ
た
。
服
部
さ
ん
が
文
化
庁
技
官
に
な
り
た
て
の
頃
の
初
期
論
文

「
空
か
ら
見
た
人
吉
庄
・

交
通
と
新
田
開
発
」
（
『
史
學
雑
誌
』
八
七
編　

史
學
會　

一
九
七
八
）
を
読
み
、
「
こ
ん
な
歴

史
学
が
あ
る
ん
だ
」
と
衝
撃
を
受
け
た
。
私
は
そ
れ
を
刺
激
に
「
人
吉
庄
の
歴
史
的
景
観
の
復
元
」

（
『ひ
と
よ
し
歴
史
研
究
』
創
刊
号　

人
吉
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
七
）
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
が

研
究
者
を
自
覚
し
た
私
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

服
部
さ
ん
の
人
吉
庄
へ
の
関
心
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
た
。
時
に
は

「
人
吉
庄
起
請
田
以
下
中

分
注
進
状
」
に
出
る

「
狩
倉
」
調
査
の
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
に
同
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
聞

き
取
り
は
、
お
土
産
持
参
で
、
時
間
を
か
け
膝
詰
め
で
ど
ん
な
細
か
い
こ
と
も
相
手
に
確
認
し
メ

モ
を
取
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
研
究
ス
タ
イ
ル
は
学
問
の
師
匠
石
井
進
氏
の
や
り
方
だ
ろ
う
、
と
そ

の
時
思
っ
た
。
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』
（
新
人
物
往
来
社　

一
九
九
五
）
、
『
河
原
ノ
者
・
非
人
・

秀
吉
』
（
山
川
図
書
出
版　

二
〇
一
二
）
等
な
ど
、
現
在
あ
る
地
名
や
景
観
、
被
差
別
民
に
も

注
が
れ
る
熱
く
鋭
い
眼
差
し
が
、
一
連
の
著
作
を
生
ん
で
い
る
。

服
部
さ
ん
は
大
学
の
頃
に
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
し
て
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
関

係
か
寸
時
を
見
つ
け
て
釣
り
糸
を
垂
れ
る
ほ
ど
渓
流
釣
り
マ
ニ
ア
で
、
何
度
か
私
も
付
き
合
っ
た
。

私
の
長
男
が
小
六
の
夏
休
み
、
服
部
さ
ん
の
お
子
さ
ん
二
人
を
加
え
た
男
性
五
人
で
、
川
辺
川

支
流
の
椎
葉
谷
に
ヤ
マ
メ
釣
り
の
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
テ
ン
ト
の
前
で
焚
火
を
し
な
が

ら
何
を
話
し
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
長
男
の
伊
吹
君
は
中
三
な
の
に
随
分
と
大
人
び
た
口
を
き

く
子
だ
っ
た
。
朝
方
霧
雨
と
な
っ
た
が
、
五
人
と
も
濡
れ
な
が
ら
ぐ
っ
す
り
と
寝
込
ん
で
い
た
。
釣

果
は
た
い
し
た
こ
と
な
か
っ
た
が
、
次
男
の
沢
雄
君
が
川
中
か
ら
鹿
が
落
と
し
た
角
を
拾
い
、
狂
喜

乱
舞
し
て
喜
ん
で
い
た
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。
皆
で
渓
流
の
崖
を
登
る
最
中
、
先
頭
の
沢
雄
君
が

蹴
落
し
て
し
ま
っ
た
石
が
服
部
さ
ん
の
額
を
直
撃
し
血
が
噴
き
出
た
。
「
大
丈
夫
！
」
と
釣
り
を

強
行
し
た
の
は
釣
り
へ
の
執
念
で
は
な
く
子
息
へ
の
気
遣
い
と
感
じ
た
。
長
男
の
伊
吹
君
は
教
員
の

免
許
を
取
っ
た
が
、
お
魚
ネ
タ
で

「
芸
人
」
を
や
っ
て
い
る
こ
と
を
服
部
さ
ん
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

知
っ
た
。
心
配
も
あ
ろ
う
が
、
タ
フ
な
生
き
ざ
ま
に
感
心
し
て
い
る
親
父
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

息
子
は
親
父
の
背
中
を
見
て
育
つ
。
私
も
同
じ
背
中
を
見
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
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訳
者
堂
屋
敷
竹
次
郎　

出
版
青
潮
社　

一
九
七
二
）

『
南
藤
蔓
綿
録
』
（
著
者
梅
山
無
一
軒　

監
修
牛
島
盛
光　

校
訂
解
題
高
田
素
次　

出
版
青
潮
社　

一
九
七
七
）　

『
歴
代
嗣
誠
独
集
覧
』
（
『
相
良
村
誌
』
相
良
村　

一
九
九
六
）

『
御
当
家
聞
書
』
人
吉
市
歴
史
叢
書
第
一
巻

（
訳
者
益
田
啓
三　

校
訂
三
村
講
介　
　

人
吉
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
四
）

（
１
）　

服
部
英
雄

「戦
国
相
良
氏
の
誕
生
」
『
日
本
歴
史
』
第
三
八
八
号　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
〇
。

（
２
）　

服
部
英
雄

「戦
国
相
良
氏
の
三
郡
支
配
」
『
史
學
雑
誌
』
第
八
六
編
第
九
号　

史
學
會　

一
九
七
七
。

（
３
）　

前
掲
註
１
論
文
。

（
４
）　

種
元
勝
弘
外

『
人
吉
市
史
』
人
吉
市　

一
九
八
一
。

（
５
）　

菖
蒲
和
弘

『
山
江
村
史
』
歴
史
編

（
一
）
山
江
村　

一
九
九
八
。

（
６
）　

柳
田
快
明

「
Ⅱ
中
世
」
『
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
読
む
熊
本
の
歴
史
』
弦
書
房　

二
〇
〇
七
。

（
７
）　

『
相
良
家
文
書
』
六
号
文
書

「
人
吉
庄
起
請
田
以
下
中
分
注
進
状
」
や

『
願
成
寺
文
書
』
７
号
文
書

「
願
成
寺

檜
皮
用
途
日
記
」
（
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
編
第
三　

一
九
六
三
）
に

「
永
富
名
」
が
確
認
で
き
る
。

（
８
）　

柳
田
快
明

「
永
富

（
留
）
相
良
氏
を
め
ぐ
っ
て
」
『
山
田
城
跡
』
Ⅱ

・
Ⅲ　

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
〇
。

（
９
）　

前
掲
註
５
論
文
。

（
１０
）　

鶴
嶋
俊
彦

「ク
マ
陣
と
相
良
軍
団
」
『ひ
と
よ
し
歴
史
研
究
』
第
七
号　

人
吉
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
。

第Ⅰ部　歴史を歩く
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（
１１
）　

「
正
史
」
の
多
良
木
相
良
系
図
に
長
頼
の
名
は
な
い
。
し
か
し
、
『
相
良
家
文
書
』
第
五
号
「
関
東
下
知
状
」
に
よ
れ
ば
、

頼
景
の
死
後
、
多
良
木
村
四
箇
村
は
蓮
佛

（
長
頼
）
の
伝
領
さ
れ
て
い
る
。

（
１２
）　

多
良
木
町
青
蓮
寺
所
蔵
。

（
１３
）　

掲
載
に
あ
た
り
前
掲
註
５
論
文
の
読
下
し
文
を
参
考
に
し
た
。

（
１４
）　

『
熊
本
県
史
料
』
中
世
編
第
四　

犬
童
文
書
追
加　

（
熊
本
県　

一
九
六
三
）
。

（
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
財
保
護
主
幹
）
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